
1～3月 4～6月 1～3月 4～6月 1～3月 4～6月 1～3月 4～6月 1～3月 4～6月

今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し

△ 45 △ 40 △ 29 △ 31 △ 25 △ 25 △ 57 △ 42 △ 33 △ 19

△ 60 △ 35 △ 31 △ 26 △ 41 △ 50 △ 51 △ 48 △ 38 △ 28

△ 40 △ 35 △ 14 △ 19 △ 25 △ 16 △ 40 △ 42 △ 10 △ 20

△ 52 △ 23 △ 32 △ 25 △ 8 △ 8 △ 57 △ 51 △ 23 △ 15

１位

２位

３位 民間需要の停滞 原材料価格の上昇

製品（加工）単価の低下・
上昇難

仕入単価の上昇

官公需要の停滞

　当所では分析にあたってＤ・Ｉ（好転したとする企業割合から悪化したとする企業割合を差し引いた値）を採用しました。

ＤＩのマイナス値は
やや減少したが、業況
はほぼ横ばいで推移し
ている。しかしなが
ら、依然業種間、企業
間の格差があり、製造
業全体としては未だ不
況から脱却しきれない
状況が続いている。経
営上の問題点に、今回
始めて「原材料価格の
上昇」があげられてい
るのが大きな特徴であ
り、その対応に苦慮し
ていることが窺える。
来期も横ばいで推移す
るとの見方が多いが、
生産設備投資を予定し
ている企業割合が若干
増加していることはや
や明るい状況である。
全体としては、急激に
悪化することはないと
思われるが、厳しい状
況に変わりはないとの
見方をしている企業が
多い。

前期に比 べて 業況
は、１４ポイントのマ
イナス数値となった。
冬場という季節的な要
因があると思われる
が、経営上の問題点の
トップに「請負単価の
低下、上昇難」があげ
られており、受注が少
ない中での取引条件が
厳しさを増している。
また、官公並びに民間
需要の停滞による受注
減も影響して、特に厳
しい調査結果となっ
た。来期の見通しは、
いずれの設問項目にお
いて今期よりも改善す
るとの見方が高く、そ
の原因は春先の受注に
頼っているものと考え
られるが、依然として
厳しい経営が続くもの
と予想される。

とくに好調 好調  きわめて不振

　業種別
コメント

（50≦ＤＩ）

今期は、稼動日数も
少なく、降雪などの天
候要因や年末年始の商
戦を終えての一服感か
ら個人消費が低迷して
おり、全体的にDI値が
悪化している。差別化
商品に動きは見られる
ものの、春もの衣料全
般の動きは低調との声
もある。

来期は、新入学シー
ズンでの個人消費の伸
びへの期待感から、売
上など改善の兆しがあ
るものの、先行き不透
明な経済情勢から厳し
い見方が多い。他店と
の差別化することによ
り、消費者にとって魅
力ある店づくり、品揃
えへの取り組みが今後
の課題と思われる。

新年会などの需要低
迷や季節的要因も影響
して消費マインドも冷
え込みにより、前期に
引き続き全体的に低調
な動きで、DI値も横ば
い状態が続いている。
来期は、歓送迎会シー
ズンやGWによる客単価
の上昇への期待感か
ら、売上高、採算、業
況などに改善が見られ
る。消費者の視点に
立った独自サービスの
構築が今後の課題と思
われる。

まあまあ 不振

前期は全体的に改善
傾向が見られたが、今
期はどの項目も悪化と
なった。
特に資金繰りに関して
は前期に改善し、今期
への見通しも明るかっ
たが、今期は大幅にＤ
Ｉ値がマイナスという
結果となった。このよ
うな傾向から、前期か
らの業況の回復は一過
性のものであり、本格
的な業況の回復へはま
だ時間がかかるようで
ある。
また経営上の当面す

る問題点には変化がな
く、依然として厳しい
企業間・価格競争は続
いており、最近の流れ
として小売業やメー
カーなどの流通ルート
の見直しなどの影響も
出ているものと思われ
る。

＊表中の天気図はＤ・Ｉを以下のように分類したものです。

請負単価の低下・上昇難

１．    景気動向

建　設　業 製　造　業 卸　売　業 小　売　業 サービス業

 今回の調査によるＤＩ値（好転と回答した数から悪化と回答した数を引いた値）は、サービス業でわずかながら改善の傾
向が見られたが、その他の業種では全てマイナスポイントが増加しており、再び景況の悪化が顕著になってきており、当
市の景況は依然厳しい状況が続いている。特に、建設業は季節的要因も大きいと思われるが、前期に比べ著しく悪化して
おり、先行きが懸念されるところである。

売 上 高

経営上の
当面する
問題点

採　　算

資金繰り

業　　況

大企業の進出による競
争の激化

需要の停滞需要の停滞 需要の停滞

消費者ニーズの変化へ
の対応

購買力の他地域への流
出

需要の停滞

利用者ニーズの変化へ
の対応

販売単価の低下・上昇難

（25≦DI<50） （0≦DI<25） （△25≦DI<0） （DI<△25）


